
史
跡
探
訪
レ
ポ
ー
ト

　
　
市
内
－
鉄
輪
湯
げ
む
り
散
歩

　
本
年
度
は
研
修
部
の
企
画
の
下
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
鉄
輪
湯
け
む
り
倶
楽
部

の
案
内
に
よ
る
鉄
輪
地
区
の
歴
史
散
歩
（
現
状
含
む
）
が
、
八
月
十
七

日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
レ
ジ
ュ
メ
を
次
に
記
し
ま
す

の
で
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
も
雰
囲
気
を
感
じ
刄
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
レ
ジ
ュ
メ
は
矢
島
嗣
久
理
事
さ
ん
の
提
供
で
す
。

鉄
輪
湯
け
む
リ
散
歩
コ
ー
ス

大
谷
公
園
　
　
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
十
月
五
日
、
鉄
輪
温
泉

　
で
遷
化
（
死
去
）
さ
れ
た
西
本
願
寺
第
二
十
二
世
門
主
大
谷
光
瑞

　
鏡
如
上
人
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
公
園
で
あ
る
。
園
内
に
は
光

　
瑞
上
人
の
業
績
を
讃
え
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
検
隊
の
記
念
碑
も
あ

　
る
。
光
瑞
上
人
は
料
亭
「
な
る
み
」
の
創
業
者
、
高
岸
源
太
郎
が
所

　
有
す
る
土
地
に
、
当
時
と
し
て
は
粗
末
な
別
荘
を
建
て
て
住
ん
だ
。

　
光
瑞
上
人
が
遷
化
さ
れ
た
後
、
こ
の
土
地
は
高
岸
源
太
郎
、
盛
雄
夫

　
妻
（
二
代
目
女
将
）
が
別
府
市
に
公
園
用
地
と
し
て
寄
贈
し
た
。
公

　
園
の
土
地
は
三
段
に
な
っ
て
い
て
約
七
百
五
十
四
坪
（
二
千
五
百
平

　
方
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
あ
る
。
公
園
内
東
北
側
に
立
っ
て
い
る
「
光
焔

　
上
人
遷
化
の
碑
」
は
高
岸
源
太
郎
が
建
て
た
石
碑
で
、
碑
文
は
臼
杵

　
出
身
の
南
画
家
、
甲
斐
虎
山
（
縁
由
）
の
揮
毫
。
石
碑
の
北
側
に
は

　
宇
都
宮
則
綱
や
元
旅
館
「
と
き
わ
や
」
の
主
人
、
加
藤
揃
司
ら
に
よ
っ

　
て
「
高
岸
源
太
郎
翁
頌
徳
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
公
園
は
平
成

　
二
十
年
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
足

　
岩
盤
浴
」
の
施
設
も
出
来
た
。

瑞
光
寺
　
公
園
南
側
の
小
川
（
平
田
川
）
を
隔
て
た
隣
接
地
は
、
当
時

　
広
島
の
寿
司
屋
「
四
斗
平
」
経
営
者
首
藤
氏
所
有
の
畑
で
あ
っ
た
が
、

　
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
秋
に
は
大
谷
光
瑞
還
厚
地
「
瑞
光
寺
大

　
谷
会
館
」
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
寺
院
に
は
光
瑞
鏡
如
上
人
の
遺
品

　
や
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
遷
化
の
さ
い
、
脇
鉄
一
別
府
市
長
に

　
贈
ら
れ
た
上
人
使
用
の
両
袖
机
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

鬼
山
ホ
テ
ル
　
宇
都
宮
則
綱
が
創
業
し
た
ホ
テ
ル
で
、
一
階
ロ
ビ
ー
に

　
は
、
画
家
東
郷
青
児
が
描
い
た
別
府
の
風
景
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

鉄
輪
地
獄
地
帯
公
園
　
付
近
に
は
海
地
獄
、
山
地
獄
、
旅
館
「
神
和
苑
」
、

　
か
ま
ど
地
獄
、
鬼
山
地
獄
な
ど
が
あ
る
。

旅
館
「
神
和
苑
」
　
一
万
四
千
坪
（
四
万
六
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）

　
の
広
さ
を
ほ
こ
る
神
和
苑
（
か
ん
な
わ
え
ん
）
庭
園
。
広
大
な
苑
内

　
の
各
所
に
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
灯
寵
、
石
塔
が
点
在
し
、
苔
む
す
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五
輪
塔
は
四
十
四
基
の
数
に
も
お
よ
ぶ
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
知
っ

　
て
ほ
し
い
の
は
、
こ
の
庭
が
神
和
苑
を
か
こ
む
別
府
の
自
然
に
そ
の

　
ま
ま
と
け
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
四
季
の
花
々
、
春
に
は
イ
ノ

　
シ
シ
が
お
り
て
く
る
。
神
和
苑
庭
園
内
に
湧
き
だ
す
湯
は
、
轟
音
を

　
と
ど
ろ
か
せ
な
が
ら
吹
き
上
が
る
沸
騰
蒸
気
泉
。
そ
し
て
今
一
つ
が
、

　
泉
温
摂
氏
七
十
五
度
、
不
思
議
な
ブ
ル
ー
の
湯
を
た
た
え
る
「
青
の

　
湯
」
で
あ
る
。
は
じ
め
無
色
透
明
の
湯
と
し
て
地
上
に
あ
ら
わ
れ
る

　
こ
の
温
泉
は
、
数
日
の
内
に
そ
の
色
を
目
の
覚
め
る
よ
う
な
青
に
変

　
え
、
や
が
て
素
肌
に
も
な
め
ら
か
な
乳
白
色
と
な
っ
て
い
く
。
本
館

　
六
室
、
離
れ
五
棟
。
平
成
十
二
年
（
西
暦
二
〇
〇
〇
年
）
に
リ
ニ
ュ
ー

　
ア
ル
さ
れ
た
。

休
憩
「
お
食
事
処
　
湯
沢
家
」
　
こ
の
店
で
飲
み
物
が
提
供
さ
れ
、
休

　
憩
が
で
き
る
。
こ
の
通
り
を
「
み
ゆ
き
坂
」
と
い
う
。

上
人
湯
　
一
遍
上
人
を
記
念
し
て
「
上
人
湯
」
と
い
う
。
こ
の
温
泉
の

　
建
物
は
別
府
市
の
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
通
り
を
「
い

　
で
ゆ
坂
」
と
い
う
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
冨
士
屋
」
以
前
は
旅
館
を
経
営
し
て
い
て
、
有
名
人

　
も
宿
泊
し
て
い
た
。
福
岡
県
飯
塚
の
炭
鉱
王
、
麻
生
太
古
や
伊
藤
伝

　
右
衛
門
も
こ
こ
に
宿
泊
し
て
お
り
、
や
が
て
市
内
山
の
手
地
区
に
麻

　
生
別
荘
や
伊
藤
別
荘
、
の
ち
の
「
ホ
テ
ル
赤
銅
御
殿
」
を
建
て
た
と

　
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
「
冨
土
屋
ギ
ャ
ラ

　
リ
ー
、
丁
也
百
（
は
な
や
も
も
）
と
な
っ
て
お
り
、
音
楽
会
や
講
演

　
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
「
冨
土
屋
」
は
国
登
録
有
形
文
化
財
に
も

　
指
定
さ
れ
て
い
る
。

市
営
温
泉
「
熱
の
湯
」
　
一
遍
上
人
が
熊
野
権
現
の
霊
力
を
以
て
開
い

　
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
湯
ぶ
ね
に
朝
日
が
さ
す
と
、
上
人
が
湯
の
底
に

　
書
い
て
理
め
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
が
湯
面
に
浮
か
ぶ
と
い

　
う
の
で
「
浮
き
の
湯
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
怒
り
の
湯
、
金
の
湯
の
異

　
名
も
あ
る
。
現
在
は
市
営
温
泉
で
、
無
料
で
入
浴
で
き
る
。

サ
カ
エ
屋
旅
館
　
地
獄
蒸
し
釜
の
見
学
が
で
き
る
。

地
獄
蒸
し
釜
　
江
戸
時
代
中
期
、
温
泉
の
噴
気
を
利
用
し
た
地
獄
蒸
し

　
釜
は
、
日
常
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
も
住
民
や
湯
治
客
に
利
用
さ
れ

　
て
い
る
。
噴
裁
の
温
度
は
摂
氏
百
度
以
上
で
、
堅
ゆ
で
卵
な
ら
十
分
、

　
さ
つ
ま
芋
二
十
分
ほ
ど
。
ホ
ー
レ
ン
草
、
白
菜
類
な
ら
二
上
二
分
で

　
調
理
で
き
る
。

市
営
「
鉄
輪
む
し
湯
」
　
一
遍
上
人
が
築
造
し
た
と
い
う
当
時
の
面
影

　
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
す
。
敷
き
詰
め
ら
れ
た
石
菖
の
薬
効
が
噴
気
を

　
通
し
て
体
を
癒
し
て
く
れ
る
。
平
成
一
八
年
（
二
〇
①
六
年
）
八
月

　
二
十
四
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
。
入
場
料
は
五
百
円
。

　
蒸
し
湯
の
前
の
広
場
に
は
足
蒸
し
湯
の
施
設
も
あ
る
。
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温
泉
山
、
永
福
寺
　
本
尊
は
上
人
自
身
の
作
と
い
わ
れ
る
一
遍
上
人
の

座
像
。
秋
の
「
湯
あ
み
祭
り
」
で
は
、
こ
の
上
人
像
の
湯
あ
み
が
行
わ

れ
る
。
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市
外
－
求
菩
提
由
資
料
館
・
耶
馬
渓
羅
漢
寺

　
十
一
月
十
六
日
（
日
）
、
伝
例
の
市
外
史
跡
探
訪
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

前
夜
の
大
雨
の
後
で
し
た
が
、
三
十
六
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
項
も
レ
ジ
ュ
メ
に
そ
い
な
が
ら
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
観
光
港
花
時
計
上
広
場
を
八
時
三
十
分
に
出
発
し
て
、
一
路
北
上
し

豊
前
市
千
束
よ
り
福
岡
県
道
三
十
二
号
線
に
て
西
に
求
菩
提
山
を
目
指

し
、
岩
岳
川
沿
い
に
上
る
こ
と
三
十
分
で
求
菩
提
山
資
料
館
に
到
着
。

館
長
伝
達
俊
輔
さ
ん
の
案
内
で
、
説
明
を
拝
聴
し
な
が
ら
小
一
時
間
の

見
学
学
習
を
終
え
、
昼
食
場
所
豊
前
道
の
駅
「
お
こ
し
か
け
」
に
向
か

い
ま
し
た
。

　
約
一
時
間
半
の
「
お
こ
し
か
け
」
屋
台
村
に
て
の
昼
食
・
お
み
や
げ

買
い
を
済
ま
せ
て
、
耶
馬
渓
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
青
の
洞
門
・
競
秀

峰
の
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
羅
漢
寺
に
到
着
。
リ
フ
ト
に
揺
ら
れ
な
が
ら

山
上
へ
登
り
、
堂
内
く
ぐ
り
を
終
え
て
極
楽
に
到
達
し
、
庭
内
よ
り
眺

望
を
楽
し
み
下
山
し
ま
し
た
。

　
午
後
の
バ
ス
移
動
の
ひ
と
時
は
、
島
節
子
理
事
さ
ん
の
指
導
に
よ
る

「
秋
に
ち
な
ん
だ
歌
」
等
を
合
唱
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
予
定
通
り
無

事
帰
り
つ
き
ま
し
た
。
次
に
三
重
野
副
会
長
さ
ん
提
供
の
資
料
を
掲
載

し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
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